
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2010年　　　1月　1日 ～ 2017年　　12月　　31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 境　雄大 所属 呼吸器外科・心臓血管外科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－39－5074 FAX 　0172－　37－8340

データは匿名化（氏名等を削除し，この研究のための識別符号を付与）し
て研究責任者および一部の関係者以外アクセスできないパソコン中に保
管・管理します。

呼吸器外科・心臓血管外科　　境　　雄大

診療記録から周術期情報（ドレーンの設定圧，ドレーン留置期間，術後在
院日数等）の情報を取得する。従来式との比較，設定圧による違いなどに
ついて統計解析を行う。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

肺切除術後の胸腔ドレナージにおける電動式持続吸引器の有用性に関
する後方視的検討

2014年1月から2018年3月に当院で肺切除術を施行した患者さん

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

呼吸器外科・心臓血管外科

肺切除術後の胸腔ドレナージに近年導入された電動式持続吸引器の治
療効果における有用性と至適条件を検討することにより，早期の術後回
復につなげることを期待できます。

肺切除術後の胸腔ドレナージでは従来，アナログ式の装置が使用されて
きたが，近年導入された電動式持続吸引器により手術後の回復に及ぼす
効果，病態ごとに最適と考えられる設定条件を検討します。

本研究を実施するにあたり開示すべき利益相反はありません。

なし。


